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l
／
2
5
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

よ
ろ
こ
び
・
不
安
分
か
ち
あ
い
た
い
！

平
成
元
年
一
月
二
十
五
日
（
水
）
市
立
福
祉
会
館
で
今
年
度

三
回
目
の
r
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
切
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

今
回
の
参
加
者
は
二
十
三
名

で
、
こ
の
催
し
に
先
駆
け
て
市

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
た
r
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
ア
ン
ケ
ー
ト
し
の
集
計
を

も
と
に
、
ま
ず
借
単
な
自
己
紹

介
の
後
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
中
の
人
か
ら
の
報
告
を
中

悩
み
や
不
安
、
菩
び
な
ど
を
率

直
に
話
し
合
い
ま
し
た
．

「
三
人
一
組
（
グ
ル
ー
プ
）
で
活

動
し
て
い
る
の
で
自
分
が
訪
台

が
悪
く
て
も
他
の
人
が
対
応
し

て
く
れ
る
の
で
対
象
者
の
方
に

迷
惑
が
か
か
ら
ず
安
心
し
て
活

動
で
き
る
。
」

「
現
在
、
豊
中
市
に
は
特
別
壷

護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
老
人
の
入

所
施
設
が
な
く
、
在
宅
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
中
心
に
な
の
で
一
人

で
は
、
責
任
が
垂
す
ぎ
る
。
」

「
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

で
は
、
自
動
車
で
の
送
迎
は
、

保
晩
の
対
象
外
な
の
で
送
迎
の

ニ
ー
ド
が
高
く
な
っ
て
い
る
の

に困る。」

「
地
域
の
民
生
委
員
の
方
々
と

連
携
を
も
っ
た
地
域
密
着
型
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
揺
動
を
や
っ
て

み
た
い
．
」
等
自
由
な
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
後
活
動
を
充
実

さ
せ
る
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

同
士
の
体
験
を
分
ち
合
い
、
高

め
あ
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル

ー
プ
化
の
重
要
性
を
確
認
し
、

当
日
の
参
加
者
の
方
々
の
声
で

①
介
護
者
壊
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
手
作
り
介
雅
用
品
等
の
制
作

を
中
心
に
活
動
を
進
め
る
）

⑧
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
通
院

介
助
工
早
の
送
迎
な
ど
最
も
ニ

ー
ズ
の
多
い
課
題
を
対
魚
に
）

③
電
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
一
人

暮
ら
し
の
方
な
ど
を
対
象
に
電

話
訪
問
等
）
の
三
つ
の
辣
題
別

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
作

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

今
後
、
r
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
て
み
た
い
。
L

r
こ
ん
な
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

み
た
い
」
等
ご
希
望
の
方
は
、

市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
相
鮫
下
さ
い
。

8
八
四
丁
九
三
九
三

市
立
十
三
中
学
校
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
）

r
施
設
か
ら
在
宅
へ
」
と
今
、

社
会
福
祉
の
考
え
方
は
、
大

き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
っ

こ
れ
は
、
従
来
の
施
設
入

所
中
心
の
福
祉
よ
り
住
み
な

れ
た
地
域
で
豪
族
に
見
守
ら

れ
な
が
ら
過
ご
す
の
が
お
年

寄
り
や
障
害
児
（
者
）
に
と
っ

て
も
一
番
よ
い
と
い
う
こ
と

です。そ
こ
で
、
在
宅
福
祉
の
担

い
手
と
し
て
大
き
な
期
待
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
で
は
、
施

設
に
入
り
た
く
て
も
入
れ
な

く
て
悩
ん
で
い
る
お
年
寄
り

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
た
、

安
心
し
て
す
ぐ
入
所
で
き
る

施
設
が
地
域
に
な
い
た
め
に

介
護
疲
れ
で
悩
ん
で
い
る
介

護
者
も
鰻
上
り
で
増
え
て
い

ます。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
在
宅

福
祉
の
単
な
る
担
い
手
と
し

て
だ
け
で
な
く
「
本
当
に
対

象
者
が
何
を
必
要
と
し
て
い

る
の
か
。
」
に
耳
を
傾
け
、

と
も
に
解
決
に
む
け
て
考
え

て
い
く
理
解
者
で
あ
り
た
い

も
の
で
す
。

地
域
義
絶
専
守

豊
中
市
立
第
十
三
中
学
校
（

舟
曳
亀
校
長
）
は
、
今
年
度

よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の

指
定
を
受
け
て
、
生
徒
会
を
中

心
に
学
校
周
辺
並
び
に
地
域
の

公
園
等
の
清
掃
活
動
を
始
め
ま

した。十
二
月
二
十
三
日
（
金
）
今
年

度
三
回
目
の
清
掃
活
動
が
生
徒

会
の
呼
び
か
け
で
実
施
さ
れ
ま

した。当
日
、
自
主
的
に
集
ま
っ
た

参
加
者
は
、
一
・
二
年
生
を
中

心
に
百
二
十
名
。

璃
甘
診
臆
挑
戦

生
徒
た
ち
は
、
道
端
の
タ
バ

コ
の
吸
殻
や
あ
き
カ
ン
・
耗
く

ず
・
犬
の
フ
ン
等
ゴ
ミ
の
多
き

に
驚
き
な
が
ら
も
、
地
域
割
り

を
し
て
効
率
よ
く
約
二
時
間
で

清
掃
を
終
え
ま
し
た
。

舟
曳
校
長
先
生
は
、
「
子
供

た
ち
が
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
、
そ
の
鮨

束
と
し
て
地
域
を
美
し
く
す
る

と
い
う
活
動
を
通
し
て
人
間
味

の
よ
う
な
も
の
が
育
て
ば
‥
・
。

」
と
商
っ
て
下
さ
っ
た
。

地
元
の
刀
根
山
校
区
福
祉
垂

旦
会
の
佐
藤
会
長
は
「
子
供
た

ち
が
小
さ
い
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
体
故
を
す
る
こ
と
に
よ
り
心

豊
な
人
に
育
っ
て
い
く
こ
と
は

す
ぼ
ら
し
い
。
子
供
た
ち
の
動

き
が
大
人
を
変
え
る
大
き
な
き

っ
か
け
に
な
る
の
で
は
？
」
と

大
変
期
待
を
か
け
て
い
る
．

十
三
中
の
生
徒
会
で
は
、
今

後
こ
れ
ら
の
取
組
み
で
得
た
体

験
を
も
と
に
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
、
地
域
へ
美
化
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
地
域
の
人
々

へ
働
き
か
け
る
予
定
。

北

摂

ふ

一

れ

あ

い

広

平
成
元
年
二
月
四
日
（
士
）
吹

田
市
立
メ
イ
シ
ア
タ
ー
で
北
摂

七
市
三
町
主
催
の
北
摂
ふ
れ
あ

い
広
牛
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
地
域
住
民
に

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
考

え
方
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

「
正
し
い
理
解
は
ふ
れ
あ
い
か

ら
生
ま
れ
る
」
と
い
う
考
え
に

立
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

住
民
を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
も

の
で
今
年
度
で
五
回
日
。

吹
田
市
社
協
で
の
取
り
組
み

は
、
近
江
俊
郎
氏
の
講
演
「
ふ

れ
あ
い
人
生
」
を
中
心
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
パ
ネ
ル
展
示
、
ビ
デ

オ
上
映
、
介
護
相
鼓
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
相
談
、
年
金
相
談
、
福

祉
機
器
展
等
多
彩
で
＼
参
加
者

も
千
八
百
名
と
大
盛
況
。

来
年
度
は
豊
中
で
実
施
予
定

と
い
う
こ
と
か
ら
も
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
横
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
是
非
、
成
功
さ
せ
た
い
も
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瓢、示止一合一石一色垂ざ争
0－Q・CFQ，

ね
た
き
り
等
老
人
介
護
者
（
家
族
）
の
会
結
成

介
護
者
が
求
め
て
い
る
も
の

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
（
金
）
「
ね
た
き
り
老
人
等
老
人

介
護
者
（
家
族
）
の
会
J
が
結
成
さ
れ
現
在
、
約
八
十
名

の
会
見
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

同
会
結
成
後
、
初
の
「
集
い
」

が
平
成
元
年
一
月
二
十
日
（
金
）

市
立
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
、

当
事
者
十
八
名
、
保
健
セ
ン
タ

ー
一
名
、
老
人
福
祉
課
一
名
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
五
名
が
鎮
ま
り
■

「
1
争
J
l
・
・
魯
／
わ

ー

r
介
護
者
が
求
め
て
い
る
も
の
し

を
テ
ー
マ
に
約
二
時
間
の
懇
談

会
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
鼓
初
に
、
介
護
者
の
会

の
会
長
よ
り
r
こ
の
会
は
大
変

困
蒋
な
会
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
催
し
に
も
参
加
し
た
く
て
も

で
き
な
い
人
が
大
勢
い
る
。
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が
、

最
も
大
変
な
状
況
に
あ
る
。

大
変
困
難
で
、
早
急
に
解
決

で
き
な
い
同
塵
ば
か
り
だ
か
ら

こ
そ
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

ね
は
り
強
く
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
」
と
力
強
い
挨
拶
。

そ
の
後
、
簡
単
な
自
己
楷
介

が
行
な
わ
れ
、
懇
談
会
へ
と
進

ん
で
い
き
ま
し
た
。

当
事
者
の
介
護
の
切
実
な
内

容
や
、
悩
み
が
紹
介
さ
れ
た
後

奮

′

サ

t

r

由

．

d

′

′
，
■
1
一
一
ヽ
ニ
ー
．
．
ゝ
こ
，
一
一
己
、
亡
　
．
一
し
っ
↓
　
■
l

ヰ
ー
吋
l
点
て
」

あ
な
た
の
地
域
に
も
民
生
委

員
が
お
ら
れ
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。

今
回
は
、
地
域
で
古
く
か
ら

先
駆
的
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ

る
民
生
委
員
協
議
会
の
総
務
を

お
招
き
し
て
、
「
民
生
委
員
活

動
の
概
要
J
や
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
期
待
し
等
に
つ
い
て

約
二
時
間
の
懇
談
会
を
行
い
ま

した。市
内
に
は
、
現
在
約
五
百
人

の
民
生
委
員
の
方
々
が
お
ら
れ
、

各
担
当
地
域
（
分
割
さ
れ
た
地

域
）
で
、
ま
さ
し
く
「
ゆ
り
か
ご

か
ら
墓
均
ま
で
…
」
と
生
括
相

談
か
ら
、
お
葬
式
、
各
福
祉
制

度
の
証
明
等
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

総
務
の
実
際
に
住
民
の
暮
ら

し
の
場
へ
出
向
か
れ
た
体
設
か

ら
の
説
得
力
の
あ
る
お
詩
の
中

で
r
人
と
接
し
て
学
ぶ
こ
と
は

お
金
に
替
え
ら
れ
な
い
丑
重
な

l
一
一
1
－
臨
桓
仰

あ
る
。
」
「
社
会
の
変
化

、

J

r

　

一

　

・

l

＿

　

．

．

．

、

．

一

1

　

．

諸
鐙
完
新
鶴
帥

つ
い
て
い
け
る
よ
う
、

彗
押

重
要
か
つ
学
ぶ
べ
き
点
で
す
。

ま
た
、
民
生
垂
負
が
r
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待
す
る
も
の
」

と
し
て
は
①
今
ま
で
の
趣
味
的

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
何
か
を
作
っ

て
お
届
け
す
る
等
）
か
ら
在
宅

な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

一
歩
進
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
移
行
。
⑧
シ
ル
バ
ー
盲
蕾

な
人
生
橙
験
を
も
っ
た
人
）
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加

を
啓
発
。
③
退
院
後
な
ど
の
在

宅
老
人
の
方
々
へ
の
リ
ハ
ビ
リ

介
助
な
ど
の
お
手
伝
い
等
で
し

た。
今
回
、
給
葛
に
お
会
い
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
民
生
委
員
と

も
っ
と
交
流
を
深
め
、
組
織
的

に
同
じ
地
域
の
中
で
う
ま
く
連

携
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
か
と
痛
感
し
ま
し
た
。

暮

　

■

　

讐

そ

　

の

　

■

■
ラ
ン
チ
一
丁
の
■
J

t
た
さ
り
老
人
■
■
■

土
人
の
倉
書
手
苛
の
■
付

一
人
■
■
・
■
暮
の
■
■

●
■
羊
■
重
人
■
－
▲

■
■
円
仕
■
■

ア

イ

サ

ー

ビ

ス

E
電
介
す
■
員
の
貴
書
や
●
付

t
l
t
■
サ
ー
ビ
ス

粛
址
の
血
書
サ
ー
ビ
ス

■
▲
サ
ー
ビ
ス

人
霹
サ
ー
ビ
ュ

■
t
■
事
の
鵬
鵬
檜
■

t
t
■
仕
■
○
■
斗

「
個
人
病
院
の
費
用
は
、
家
族

の
負
担
と
し
て
は
、
余
り
に
も

大
き
い
」

「
介
読
者
の
孤
立
感
が
介
護
自

体
に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま
う

等
将
神
的
な
支
え
の
必
要
性
」

「
豊
中
市
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
や
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
等
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
も
大
変
遅
れ
て
い

る
。
J
等
々
問
題
は
山
梗
み
。

中
で
も
、
豊
中
市
内
に
特
別

姜
読
老
人
ホ
ー
ム
等
の
老
人
施

設
が
全
く
設
置
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
は
、
介
辞
者
に
と
っ
て
、

鼻
も
不
安
の
要
因
の
よ
う
で
あ

る。
高
齢
化
し
て
い
く
社
会
の
中

で
、
ね
た
き
り
等
老
人
を
抱
え

る
豪
族
の
方
々
が
増
え
る
と
予

測
さ
れ
る
今
日
、
当
事
者
の
み

な
ら
ず
、
市
民
全
体
の
鮭
も
が

避
け
ら
れ
な
い
大
き
な
課
忽
で

あ
る
と
自
覚
し
、
行
政
な
ど
へ

反
映
で
き
る
よ
う
理
解
の
櫓
を

広
げ
る
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。

r
介
護
者
が
求
め
て
い
る
も

の
」
は
、
介
護
者
だ
け
の
間
盟

で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
の
明

日
の
間
塵
と
し
て
受
け
止
め
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
（
N
・
T
）

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り

萱
録
・
龍
仰
嶋
追
状
追
肌

瑠

劉

（
絹
花
婿
月
裏
在

琶
拗
沿
い
の
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
」
で
体
験
学
習
し
ま
せ

小
一
「
ノ
ン
ー
ア
イ
ウ
ノ
の

広

　

　

　

場

蟄
讐
宜
蕊
蔓
置
奄
壷
贋

あ
な
た
の
春
の
一
日
を
、
琵

んか。
日
時
平
成
一
章
三
月
十
三
日
（
月
日

午
前
九
時
か
ら
年
後
四
時

場
所
滋
賀
県
坂
本
本
町
「
特
別

養
老
人
ホ
ー
ム
真
護
国
」

内
容
垂
見
学

八
墓
先
生
の
滋
養

ね

患

章

蓋

的

集

い

の

、

、

ご

　

奥

　

内

ね
た
き
り
等
老
人
介
護
者
（
家

一
邑
ヽ
′
　
）
一
札
く
ヽ
一
い
一
一
】
己
ヽ
ノ
■
－
ヽ
）
l
／
F
H
ロ

族
）
の
集
い
が
左
記
の
と
お
り

▲
H
山
、
　
′
Y
j
一
ノ
・
・
V
．
■
′
」
】
′
－
召
′
U
．
．
‘
」
1
一
．
．
一
t
E
P

催
さ
れ
ま
す
。
当
事
者
の
声
を
固

き
な
が
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
何
が

で
き
る
の
か
。
み
ん
な
で
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
一

日
時
平
成
元
年
三
月
三
十
旦
木
心

5
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2

0

　

釦

　

6

0

　

3

0

▲

■
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▲

　

　

　

　

l

■
′
ヽ
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ヽ
r
｝
t
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一
l
t
J
・
▲
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▼
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▲
■
▼
●
皇
1
t
く
●
▲
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描
牡
の
町
づ
く
り
講
座
実
施

あ
な
た
の
町
は
ど
ん
な
町
？

昨
年
九
月
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
市
内
の
四
つ
の
モ
デ
ル
校

区
（
東
豊
中
・
桜
壌
・
豊
南
・

庄
内
南
）
　
で
「
福
祉
の
町
づ
く

り
講
座
」
を
実
‥

汚
し
ま
し
た
8

こ
の
講
座
は
、

地
域
住
民
の

方
々
に
社
会
福

祉
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど

の
理
解
を
良
め

て
い
た
だ
き
地

域
福
祉
の
推
進

胱
領
譜
抽

だ
け
る
土
境
づ

く
り
を
め
ざ
し
、

今
年
度
か
ら
行

な
わ
れ
た
も
の

です。

そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
で
、
講
義

の
後
い
ろ
い
ろ
な
怒
談
が
あ
り

ま
し
た
が
、
共
通
し
た
受
嘉
生

の
反
応
は
、
「
今
ま
で
は
、
社

会
福
祉
は
行
政
が
行
な
う
も
の

で
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
と
直
接

か
か
わ
り
が
少
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
の
講
座
で

よ
り
よ
い
福
祉
は
、
ま
ず
自
分

た
ち
の
町
に
関
心
を
も
つ
こ
と

か
ら
始
ま
る
の
だ
と
感
じ
た
。
」

r
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
呼

び
か
け
、
み
ん
な
で
町
づ
く
り

を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
．
」

等
で
し
た
。

市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
と
し
て
も
今
後
と
も
こ
れ

ら
の
ご
悪
兄
を
大
切
に
多
く
の

方
々
と
住
み
よ
い
町
作
り
を
考

え
て
い
け
る
よ
う
こ
の
講
座
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ます。

年
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所
市
立
福
祉
会
館
・

内
容
・
介
護
者
の
会
総
会

・
懇
談
会

申
込
華
甲
社
会
福
祉
協
祭
苔

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ま
で
℡
八
四
一
・
九
三
九
二

▼
卓
、
9
台
／
P
l
e
I
〆
1

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
第
四
号
」
は
、
い
か
が
で

）たか。
今
国
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
暴

る
側
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
取

い
ろ
い
ろ
な
丁
万
々
の
声
を

心
に
掲
載
し
ま
し
た
．

綴
隻
雪
真
一
と
し
て
も
、
「
ボ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

の
た
め
の
ユ
ニ
ー
ク
な
新
聞
作

」
を
め
ざ
し
、
今
後
も
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ご
意
見
ご
希

ご
容
を
ど
し
ど
し
ボ
ラ

お
寄
せ
下
さ
い
．


